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 本発表では，Intel AVX 命令を用いて並列 FFT を実現し評価した結果について報告する．

浮動小数点演算をより高速に処理するために，最近のプロセッサでは Intel の

SSE/SSE2/SSE3/SSSE3/SSE4/AVX や，Motorola Power PC の AltiVec，そして SPARC64 VIIIfx
の HPC-ACE など，Short Vector SIMD 命令を搭載しているものが多い． 
しかし，これらの Short Vector SIMD 命令を使ったとしても，最近のプロセッサのデータ

供給能力は，キャッシュに頼っているのが現状であり，メモリアクセスの最適化もあわせ

て行う必要がある．したがって，Short Vector SIMD 命令を搭載したプロセッサを用いて FFT
を計算する際には，Short Vector SIMD 命令を有効に活用しつつ，かつキャッシュミスの回

数を減らすということが性能を引き出す上での大きな鍵となる． 
これまでに，Short Vector SIMD 命令を用いた FFT の実装[1, 2]がいくつか行われている．

本研究では，Intel の Sandy Bridge マイクロアーキテクチャから導入された Short Vector SIMD
命令の 1 つである，AVX（Advanced Vector Extensions）命令[3]を用いて，FFT カーネルのベ

クトル化を行った．さらに，キャッシュメモリを効果的に利用できるブロック six-step FFT
アルゴリズム[4]と組み合わせると共に，OpenMP により並列化を行うことで，性能が向上

することを示す． 
実現した並列 FFT を Intel Xeon E3-1230（3.2 GHz，1 CPU，4 コア）および Intel Core i5-2520M

（2.5 GHz，1 CPU，2 コア）上で性能評価を行った結果，2^24 点倍精度複素数 FFT におい

て，Intel Xeon E3-1230 では約 11.7 GFlops，Intel Core i5-2520M では約 5.8 GFlops の性能を得

ることができた． 
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